
不正防止態勢高度化のための外部評価
および内部監査態勢の高度化支援サービス

米国のサブプライム問題に端を発した金融危機以降、経済社会の不透明・不安定への懸念が高まる中、地域社会や顧客から

の信認を第一とする金融機関にとって、不正防止に関する態勢、すなわち「未然防止態勢」 「早期発見態勢」の高度化は、最も

重要な経営課題のひとつと考えられます。

トーマツでは、金融機関の不正防止態勢および内部監査態勢の高度化に寄与するために、豊富な経験を有する専門家が高品質な

サービスを提供します。

金融機関の不正の状況

トーマツのサービス

・ 不正防止の施策を講じているが、実態上、不正が減少していない。

・ 不正の早期発見と未然防止に向けた「内部統制」が整備・運用されていない。

・ 内部監査部門が「内部統制を評価する」役割を果たす態勢になっておらず、不正防止のための牽制機能

の適切性を評価し、牽制機能の高度化の促進や不正の早期発見に繋がる監査になっていない。

▲

 現状の不正に係るリスクの管理態勢について、トーマツが第三者の立場 から調査を実施し、

管理水準（内部統制の実効性）を高めるための課題を抽出します。主要な課題および所見または

改善案をまとめて「調査報告書」を提出します。

▲

 リスクアプローチによる内部監査機能強化の観点から、不正防止に関する内部監査態勢の

高度化へ向けた課題を抽出します。主要な課題および所見または改善案をまとめて「調査報告書」を提出

します。

＊ 上記の「調査報告書」の提出後、必要に応じ、不正防止の内部統制の高度化、内部監査態勢の高度化のため

のアドバイスを実施し、また不正の発見や内部統制の評価を適切に行うための内部監査研修を実施します。

〈金融機関のニーズ〉

不正防止の内部統制の実効性を高めたい。

さらに「内部統制の評価機能」発揮のため内部監査機能を強化したい。
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お問い合わせ
有限責任監査法人トーマツ　金融インダストリーグループ／FSI
〒100-0005　東京都千代田区丸の内3-3-1 新東京ビル
Tel ： 03-6213-1162、1163　Fax ： 03-6213-1186

トーマツ（第三者）によるコンサルティング導入のメリット

▲

 不正に係るリスクへの対応は、組織的な対応、すなわち本部各部による横断的な連携が不可欠です。

全社的な管理のフレームワークの整備や改善を行うためには、各部の利害関係に捉われない独立した

立場からのアドバイスが不可欠と考えられます。

多くの金融機関における実態や管理水準に精通したトーマツの専門家による客観的なアドバイスは、

効率的な態勢整備に極めて有益です。

▲

 不正の未然防止の態勢や早期発見の態勢が機能して、内部統制の更なる高度化への自律的なPDCAサ

イクルを持続させるためには、リスクアプローチの内部監査、即ち、不正の未然防止に有効な牽制機能

やモニタリング機能の実効性（整備および運用面）に軸足を置き「リスク／コントロール」の関係に着目

して「内部統制を評価するための内部監査」を強化・高度化することは重要な経営課題のひとつです。

トーマツは、クライアントのニーズと現状を的確に把握し、課題解決まで適切にサポートします。

不正の構成要素の整理 （不正のトライアングル）

米国の犯罪学者であるドナルド・R・クレッシーの研究によると、不正が行われる背景には

①プレッシャー（動機）、②機会、③正当化 の3つの要素があると言われています。

不正の未然防止では、これらの要素を可視化し、継続的なモニタリングと改善を実施して

いくことが重要です。

②機会

①プレッシャー

（動機）
③正当化

モニタリング

改　善

不正を可能にする環境
・不十分な職務分離
・業務プロセスの欠陥
・形骸化した承認
・実効的でない監査

不正を正当化する心理
・企業の目標達成のため
・自身が出世をするため
・一時的に借用するだけ
・発覚しても処分が甘い

不正を働かせる心理
・借金の返済
・遊興費の確保
・生活費への充当
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